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近年、 歯科医療の硯場では、 ユニットのウオ ータ ーライン内に形成される『細菌バ

イオフィルムによる汚染』が注目されるようになりました。

コニット内はチューブが細く、 小流量である構造的な問題に加え、 体温程度に温め

られていることから、 細菌にとって繁殖しやすい環境であり、 夜間や休診時などに

水道水が本来有している残留塩素が減少してしまうため、 細菌が増殖してバイオフィ

ルムを形成することが分かってきました。

バイオフィルムは細菌類が排出する粘着性ポリマーで、 細菌が自らを殺菌剤から保

護するバリア ーです。 一部のバイオフィルムはフラッシングにより除去されますが、

残った細菌が短時問で再生してしまいます。 このように、 いったんバイオフィルムが

形成されてしまうと、 普通の水道水では除去することができません。

D 「.Nano® は、 ナノサイズの空気気泡を水の中に生成し、 ナノバブルの強力な剥

離効果によってバイオフィルムを浮き上がらせて、 除去します。 そして設置後は、

ウオーターラインにナノバブル水が常時充墳されるため、 バイオフィルムが付きづら

くなり、 いつでも衛生的な環境で治療いただけます。

外付け装置不要な
のでユニット周辺か
すっきり。
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水道圧でナノバブルを
発生させるので、電力や
薬液を使用する装置は
必要あリません。
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下ノバブルの除菌効果 I 

・事前検査でシリンジから従属栄養細菌

が検出された歯科クリニックの2台の

ユニット（設置後5年以上）に実際に

Dr. Nano を取り付けて、従属栄養細菌

数と総菌数の変化を調べました。

•最大l O,OOOcfu/ml 以上だったものが

Dr. Nano 取り付け後には測定限界以下

となりました。（従属栄養細菌の暫定基準値

2,000CFU cfu/ml)

•また、取付直後のフラッシングにより、長

年付着したバイオフィルムと思われる

黄色の水（写真右）が排出されました。

-----------------------------------------------------------
Dr.Nano for Dental除菌効果の実証比較試験結果報告は（株）インプラテックスWEBサイトもこ覧ください。
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 コニットチュ ーブ内壁面にバイオフィルムの付着は
ありません。サックバック等で侵入した生菌は、 遊離
状態であれば水道水中の塩素で殺菌されます。
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バイオフィルム
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チューブ内壁面にバイオフィルムが付着すると、 水道
水中の塩素による殺菌効果は得られません。また、
治療中に生菌が排出されることもあリます。

バイオフィルムがナノバブルによ叫剥離され、 水道水
と共に排出されます。

►

、

バイオフィルムが剥離され、 水道水中の塩素が殺菌
効果を発揮します。

ナノバブル水で充填された状態が続くため、 バイオ
フィルムの発生を防ぎ、清潔な濃境が維持されます。

バイオフィルムの消毒方法の 一 例

●化学薬品による殺菌 ●高圧洗浄

バイオフィルムの殺菌には薬品濃度を高濃度にする必要があるが、 患者

人体に影輯を及ぽす恐れや、 金属部の腐食が懸念される。一方、 安全性

を優先して低濃度とすると、 バイオフィルムの殺菌はできない問題がある。

そこで、 D 「.Nano を使ってバイオフィルムを剥離し、 隠れて繁殖してい

た細菌を、 低濃度の化学薬品で殺菌するという方法が有効。

ユニットチュー ブ内部から圧力をかけるた

め、 圧力に弱い継ぎ目部分等からの水漏

れリスクや、 作業に時間がかかるため、 頻

繁には処置できない。 コストも高い。

ナノバブルとは？

ナノバブルとは、ナノサイズまで微細化した気泡のことで、この気泡を水中に無数に存在さピた状態の水を

「ナノバブル水」といいます。

ナノバブル水は浸透力の向上、汚れ剥離効果、洗浄作用などが確認されています。
※Dr. Nano® はユニッ臼チューブ内に付恙したバイオフィルムをナノバブルにより浮き上がらせて剥離し、 小水冒の水でも排出gることを目的とした装置です。

バイオフィルム を取り除いた後、 下に隠れている菌類は、 水道水中の塩素により殺菌され、 また排出されることにより除菌されていると考えられますが、 ナノ
バブル自体の殺菌効果は認められていません。

※したがって、 水造水が汚染されている場合や 、 水造水中の塩素濃度が不十分な場合などでは、 除菌が難しくなる可能性がありますのでこ注意ください。


